
 

  

日本と諸外国との関係を知る 

外交史 

日本外交史では、幕末から現代までどのような対外政策が展開されてきたのかを中心に学ぶ

ことになる。 

 世界の歴史を振り返れば、平和な時期もあるし戦争も繰り返されている。明治以降の日本も

またその例に漏れない。日本が他国と良好な関係を創り上げることができた要因は何であった

のだろうか。また、日本と他国との間で紛争が生じ対立が激化し戦争に至ってしまったのはど

うしてなのだろうか。 

 良好な対外関係を維持し日本の安全と平和を確保することは、国民の幸福追求の前提となる

ものである。近現代の日本を通じて戦争と平和を考えてみる機会になればと願っている。  


